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（C）2004　筑波大学生物学類

平成15年度1学期　生物学類授業評価

回答者数：6名　履修申請生物学類生数：18名　（回答率33％）

「応用生物化学実験　」

良かった点 改善するべき点

担当教官のコメント

・昔から憧れていた無菌箱とクリーンベンチの扱いを経験

できたのが良かったです。アオカビも初めて実物をみる

ことができました。

・少人数で一人一人が確実に実験に参加できた。

・面白かった。微生物を取り扱う方法の基本を学べたと思う。

・後半の資料はそろそろ改定した方がいい頃ではないかと

思います。

・後半のテキストは改訂してください。アンプリシンはア

ンピシリンだと思います。

・実験室に空調設備を入れてください。それだけです。

・先生、ベルギーに行かないで下さい！あと材料がそろっ

てないのはよくないと思う。

良い 普通 良くない

6 00

興味深さ

良い 普通 良くない

5 01

分かり易さ

良い 普通 良くない

5 01

話し方・速度

良い 普通 良くない

3 03

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

3 03

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

5 01

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

5 01

あなた自身の
満足度

回答率が低いのが気になりますが、おおむね好評のようでほっとしています。空調は確かにほしいですね。残暑の中窓

を閉めてバーナーを点けての無菌操作はつらいものがあります。でもその苦労もいい思い出？になるのではないでしょう

か。


